





    

    




    









    なすがまま
    一度、やってみたいと思い、ついに「物書き」に挑戦することにした。


立ち上げに右往左往しながら、ここまで辿り着く。


うん、辿り着いたは良いが、はてさて何を書くんだ？自問自答してみるが、これと言って思い当たらない。


これから気の遠くなるような作業をするのかと思うと、気が滅入る。


ならば辞めれば良いじゃないか！


と言われるだろうが、どっこいそうは行かない。


まあ、気まま、なすがまま、ぼちぼち行けば良いんじゃない？


そこで、ふと考える。


本を書こうと始めた人の第一作てのは、どんなのだろう？


そこで、ピンときた。


そうだ、エッセイから始めよう！


挨拶代わりのエッセイを書こう。


いきなり、長文てのは性に合わないし、ブログだって何だって、「はじめまして！」から、みんな、始めているじゃない。


これがないと、やっぱ創められないのは、ネット依存症じゃないかしらん？


こりゃあ、本とかそういう類ではなくて、ただのブログの書き出しにしか過ぎんか。でもまあ良いや。


とにかくここは、目標数１０００字にしとこう。


とすると、あと５００字あまり……


すでに息切れしてきた。


これって、中高年のマラソンのようではないか！


おー、ここで折り返し地点を通過しました。


なすがままに走り続けております。


ここで一息、ちーと下の方へスクロールしてみた。


へー、読者に更新情報を通知できるのか！でもそれって、相手には、その気があるのかなあ？


それより何より、わたしにそんな長い小説、書けるんでしょうか？


それは愚問だわ。


書けそうもない自分自身に対して！


このサイトに書いている人たちって書ける人ばかりなんだろうなあ……


この、ページの作成・編集っていうこの画面に到達するまで、他の何も読まずにきたからさっぱり様子が分からん。


いきなり自分のページをこさえて、書き出した「なすがまま人間」には周りが全く見えていないのであります。


して、世間の方々が何をどれだけ書いたかも知りませぬ。


今まで、ネットで小説を読んだこともないし……


実際、さっき、このサイトを見つけたばかりだし……


「なすがまま」なことの上ない。


とは言え、今日限りで終わらないようにしたいものである。


ブログも何もかも、おおよそ３ヶ月ほど夢中になる。


が、その後、ピタリと熱が冷めるわたくしでありますゆえ……


いつでもそのあとは、放ったらかしと相成ります。


極々、たまに、ふと思い出して開くのだけれど、入力画面には木枯らしが吹くのみとなり、アクセス解析などを一通り閲覧したら、満足な思いで、ベッドに潜り込んでしまう。


ホントに「なすがまま」であります。


おっとー、目標達成しました。


満足、満足＼(^o^)／













    なすがままも疲れる
    やっとの思いで公開にこぎつけた。


表紙設定には、やたらと時間を取ってしまった。


ふえー、すんごい疲れた。


みな、えらいエネルギーを使ってやってるんだなあ……


表紙をこしらえる面倒な作業にヘトヘトになったし、


次には作成状態とやらを下書きから完成に変更することに気付かず？？？？？と、


頭の上にハテナマークを五つも並べて四苦八苦。


最後のほうじゃ、音も鳴らなかった。


悔しいから、またまたページを開いて書き足してやる！


とは言うものの、ホント、本文を書く前に、脳細胞がクッタクタになってしまった。


トホホホーホー(^^ゞ


あちこちにブログは書いているけれど、


その後のネットでの繋がりは面倒臭いからとノータッチ！


ちーとばかり、初期設定画面から遠ざかっていたからか、


何やら慣れない言葉がそこかしこ――


けれども、これで漸く、完了！


なすがままも疲れるわ、まったく――


文字を並べるエネルギーも底をついてきたようだ。


ベッドが我を呼んでいるようですわ。


これにて今日のトライは終了(^。^)y-.。o○


ホント、まるで、ブログだわ……













    なせば成る……ものである
    昨夜、書き始めたばかりでも、お客様はおいでになるものなんだ！


ならば！


どうせだからと、


連載エッセイへと駒を進めることに――


この本（なすがまま）とやらは、ブログ日記エッセイにしとこうかと思う。


相変わらず、他の人のモノには目もくれず、自分中心。


自意識過剰でもあるし、自分大好き人間なのだから、まっ、これで良いか♪


で、本物？の本はいつ書くの？


そりゃあ、あなた書きたくなったら、そん時、書くわよ(^^ゞ


ここは文字を書くブログだと思えば良いじゃん


だいたいやね～


あのぶろぐってやつ、


やたら写真が多くて、つまらん！のよわたくしは……


サイト内を見て回っても、なかなか、本物には出会えなかった――


　　まあー！何を偉そうに、ほざいてんのよ！


　　フォトブログのファンに失礼でしょうが！


うん、確かに――


　　それにあんた、あんたは直ぐに飽きちゃうじゃん！


うん、それも確かに――


　　３年日記だって、そうでしょうが！


　　あれ、どうなったの？


　　続けんてんの？


ああ～あれ、あれはね、


たまに開いて書いてるわよ。


３年日記は毎日書くものじゃなくて、３年日記は持つものだと認識した訳よ――


で、たまに開いて書くの。


それで良いじゃんって思ったら、ラクに継続できるのよ。


あー、久しく書いてないぞ、久しぶりに何か書くか！なんてね(^_-)-☆


　　あーあ、ホント、なすがままだわね


でしょう、でしょう！


今回は、ここに「なせば成る」も加わったわよーん＼(^o^)／


 













    ならば小説、書くとしますか。
    漸く、小説らしきモノを書き始めた。


タイトルは、「半分ひきこもり」って、言うの――。


 


慣れないせいで、鉛筆が直ぐに折れる。


消しては書き、書いては消すから、消しゴムが減るが、くずは増える。


書いては消し、また消し、一気に消しで、文字数はとんと増えない。


慣れないせいなのだ。


　　　そりゃあ、君、慣れていないからじゃないよ！


うるせーい！


厳しい野次は無視して、自分の世界に入り、ちんたら、ちんたら、しこしこ、しこしこ……


あっ、キーボードをパチパチ、プチプチしてるんだったわ！


まあ、だいたい、


小説を書こうなんて、大それたことをするのは、わたくしにとっては、ホントに大仕事なのであります。


それでも、書いてりゃ、何とかなるのだろうか？


先の見えない作業にそりゃあんた、わたしゃ、くったくた。


　　　だから～、ぶつぶつ言うなら、辞めりゃあ良いじゃん！


そう言われても、ここで辞めたんじゃ、おんながすたるでしょうが。


それに、


ほら、意外に書けてるし(^_-)-☆


　　　ふん、自己評価に過ぎんじゃろが！


うるせーい！


人が、その気になって書いてるのに、ちーと励まそうとか、そういう優しい気になんないの？


あんたは知らないでしょうけれど、こんなに書けたのって、初めてなんだからね！


凄いね！


とか、


意外に、やるじゃん！


とか、そういうポジティブなこと言えんか？


こうなったら言ってやるけど、


だいたい、あんたは、クローズド・ネガチブ・ハーツなんだわ！


そんなんじゃ、周りの人まで憂鬱な気分にしゃちゃうから、変えなさいよね！


わたしはね、自分で自分を褒めて、励まして、前に進んでるの！


これで、誰かに迷惑、掛けた？　掛けてないでしょ！


偉いと思わない？


　　　分かったよ。


　　　分かったから、まあ、せいぜい、頑張るこったな。


えーえ、言われなくても、頑張りますとも


えーえ、さーて、しからば、また、書くとしますか。


終わりを目指して、しっこしこ……













    な、何でだー！
    パブーに登録して早、一週間が過ぎようとしている。


サイト内のシステムもあまり分からないまま、


お試しに書いたエッセイ「なすがまま」が、なかなかの成績を残してる。


何でかは、書いた本人も分かっていない――


　　　エッセイの週間ランキングは２位まで上り詰めた。


　　　やっほーい！


　　　つい、うかれてしまった。


エッセイは新刊アップ率が低いと気付き、まあ、なるほど(^^ゞ


　　　そりゃあ、そうだろう


　　　書いて、いきなり２位だなんて、おかしいっちや、おかしい――


 


自分の書いたモノが、どんな評価を得ているのかと気になり、


週間ランキング、総合ランキングなど、ちーと覗いて見て、知ったその２位


では、小説「半分ひきこもり」の方は、如何なもんかいな？


探して見ることにした。


　　　気長に自分のいる位置を探したわよ(＠_＠;)


　　　気になるとチェックせずにはおれなくなりましたので――


　　　小説・ノンフィクション週間ランキングでは、地味ぃにランクを上げている様子。


　　　「半分ひきこもり」は


　　　３ケタから、２ケタになり、現在５２位だと出ている。


　　　大したもんじゃないの！


　　　文芸作品まで絞り込めば、


　　　な、何と１０位にまで、登ってきたじゃないの！


　　　エライ！


　　　半分引きこもり


 


そこで、


週間じゃなかったら、どんな位置にいるんだろう？


気になった。


トータルで見たら、どのへんにいるの？


　　　小説・ノンフィクションの総合なんてのは、気の遠くなるほど後ろだろうし、


　　　そうだ！


　　　文芸に絞り込めば、数が少ない分、見つけられるだろう。


文芸で登録されている本の数は、３１４２冊だと表示されている。


ふむふむ……


で、なすがままが書いた「半分引きこもり」は、どこ、何処にいる？


 


まあー、最後まで行った方が早いのは確かだろうけれど


どこ、何処にいるの？


　　　げー！


　　　そんな馬鹿な！


　　　一番、最後って、どういうこと？


　　　３１４２番？


 


　　　週間、文芸ランキング１０位まで上り詰めた「半分引きこもり」が、どん尻？


 


こりゃあ、もう、笑うしかない――


どこで何が、どうなっているのか？


 


どうなっているのか、分からないけれど、どん尻は、やっぱ、ショック！


 


気を取り直して、書くしかないか……


もう、順位なんか気にしないんだからね！


　　　やっぱ気になる


　　　とほほほほー　　　
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